
池田町義務教育学校（施設分離型）設置ビジョン 

～いけだモデル～ 

 

 

令和７年度から導入する義務教育９年間を見通した小中一貫教育

を推進するとともに、さらに発展的な学びの場として、これまでの

小・中学校の枠組みにとらわれない義務教育学校の設置に向けて、

次のとおり「義務教育学校（施設分離型）設置ビジョン～いけだモ

デル～」を示します。 

 

 

記 

 

１ 令和１０（2028）年度を目途に、義務教育学校を設置します。 

 

２ 本町の義務教育学校は、一人の校長の下で一つの教職員集団を

組織することを軸として、義務教育９年間の中で前期課程の一部

学年（６年生）が後期課程の生徒と同じ教育環境で学ぶ「施設分

離型の義務教育学校（５－４制：いけだモデル）」とします。 

＊ 前期課程：小学校段階、後期課程：中学校段階 

 

３ 義務教育学校では、一つの学校組織の中で、児童生徒の学習状

況や特性等を共有し、義務教育９年間を見通したきめ細かな指導

による学力向上や生徒指導等の充実を図るとともに、児童生徒の

心と体の発達に対応し、早期のリーダー性の育成や自己肯定感等

の醸成を図ります。 

 

４ 義務教育学校では、学校・家庭・地域・行政が義務教育終了時

１５歳の目指す子ども像「池田町教育ビジョン」を共有し、その

実現に向けて取り組みます。 

 

５ 施設分離型義務教育学校の設置に伴い、学校行事の実施方法等

の想定される諸課題については、開校準備に向けた検討組織を設

置した上で具体的な内容を協議します。 


